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コンバウン王朝時代（その一）

～ アラウンパヤー王の出現～

服 部 正

更The　Period　of　Konbaung　Dynasty”

～Al飢mgpaya　founded　his　Dynasty～

by　Masaichl　Hattori
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まえがき

本号では，主としてアラウンパヤー王について述べる。IEの出現によってビルマ族によるビル

マ圏の統一が成され，パガン朝のアノーヤター王，タウングー朝のタビン・シュヱティ王，に次

いで，コンバウン朝の創設潜アラウンパヤー王が第三度霞のビルマ園を統一する。当時は，モン

族の勢力が強く，グゥヱ。シャン族，カテー族（マニプール）の反乱があった。

　また，西力東漸の黎明期にはポルトガル・スペイン。オランダ三顯の角逐園絵が現出されてい

たが，これに次いで登場したのは莫・仏爾国であった。そして，彼らの勢力争いがビルマの舞台

に現われるに及んで，ますますビルマ族がその民族的自覚を促がされ，遂にアラウンパヤーは金

臨を平定するに到る。しかし，王の好戦的計画は遂にはタイ国にまで進嵐せんとするに及んで，

窟らの墓穴を掘る結果となった。

　アラウンパヤー王はもちろんビルマ英傑として大人物であると岡時に，やはり入闇約な弱点を

も暴露しており，ビルマのナポレオン的な性絡の一藤をうかがわせる。
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　一一一’　twの隆盛には文学の発達が伴なうものであるというが，その｛嬢こもれず，次代に橋渡しとな

る散文文学の勃興の萌芽が見られる。また，遠からずして西洋文化の流入は近代ビルマ文化に影

響することは必然である。

Koiibaung　ヨ三朝　　（1752～1885）

Alaαng　l）ay蕊：（1752～60）

　アラウンパヤーは1714年，3百軒の戸数よりなるシュxボ村（当時Moksobomyoと呼ばれて

いた）に生れた。数世紀聞，彼の家は代々町長を勤めていたが，後年彼はインワ王族の末蕎であ

ることを霊張した。　Dr．　Kyaw　Thet（P．264）によれば，パガン朝ナラパティシートウ王より

出で，インワ朝M6：hnyin：王家の末爾となっている。

　数年にわたる国内の無政府にも等しい状態のため彼は森林地方の長たちと共に村々に防砦を築

いた。彼はシュヱボ周辺数P！ll？z及ぶ世襲の支配者であり，多数の民は彼の指揮を待ち墾んでいた。

鹸号に述べた如く，モン軍が分遺隊を派して住民たちに忠誠を誓わせようとしたが，アラウンパ

ヤーはハリン南方のジヤングルの申でモン軍を撃破した。モン軍は再び多勢を以って押寄せてき

たが，彼らはアラウンパヤーの戦略によってくぼ地にて両側より攻撃され，惨々な醗に遭い，僅

か数名のみが生残り，インワに急を報じた。

　その時，彼は38才，UAtmgzeya（「勝利者」の意）と呼ばれ，モン族に対しどルマ族のすぐ

れた指導者として一躍有名になった。彼はインワ王朝滅亡以前にモン族に対する反抗運動のため

彼の地域の住民を組織しはじめていた。彼がモン軍の分遣隊を撃ち破った時，46ケ村もの結合力

は彼の統一・下にあった。そして，住民たちは武器と食糧を確保し，万金に整えて，絶対にモン族

に屈服しないことを心に誓った。

　モン軍は再度の敗北の侮辱に対して報復せんとして，モン軍の指揮官Talabanは反抗運動の

中心地であるシュヱボを徹底的に撲滅するために今度は彼の最も精鋭な数千の兵員を以って三度

来襲した。しかし，彼らには砲がなかったので，その攻撃はまた失敗し，包閉戦を企てねばなら

なかった。ある夜，アラウンパヤーは陣頭に立って総出撃し，モン軍を完全に撃破し，すべての

敵の装備晶を分捕した。ハーヴィの記述（P．127）によれば，「ビルマ軍の追撃兵はMyin：byashin

Nat（白馬の騎神）が彼らの味方となって戦っているのが見えた。」という言葉が伝わった。モン

兵たちは舟にとび乗り，途中舟を止めてインワに報告するいとまもなく，イラワヂ河を下り本國

に逃げ返った。

　これら三度にわたる勝利は彼を最果や単なる反抗軍の指揮者としてではなく王位に匹敵する者

とした。反抗運動の中心部を形成した他の指導者たちも諸方より彼の旗下に集った。彼の行く処

々にて相当の身分の考や慮L気の着者たちが恕節を誓った。それらの人々のうちから特に68名を選

んで，それぞれの要職に就けた。彼はシュヱボに伝統的なビルマ風の小宮殿を建て，その地を上

ビルマの主要鄭市の一つとした。彼は今やAlaung　l蛾ya　l王と号した。
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　アラウンパヤーがそれ程の勢力を得たのは闘内の破壊が甚だしかったことが多いに助けとなつ

た。ウ・ティンウも指摘する（P．165）如く，es　一ロッパにおいてナポレオンがフランス革命の

動乱に乗じて彼の地位を高めたことと合せ考えることができるであろう。ビルマにおいても，前

号にて述べたが，マニプール族，グヱ・シャン族，モン・タライン族の鋒起や，それに乗じてタ

イ醜軍が領土拡張の機会をねらう等の侵略行為が行われたが，もしそれらの事件が無けれぱ，ど

ルマ国内は平粕であっただろうが，彼らの動乱によってビルマ族の民族的自覚が呼び起され，そ

の指揮者としてアラウンパヤーが彼の同族に団結を呼びかけたのであった。その億か，ハンタワ

ディ・パーミンの無能もアラウンパヤーの優秀性を一一贋明白にした，と考えられる。仮にハンタ

ワディ゜パーミンが偉徳すぐれた入物であったなら，諸種族の侵略的反抗行動も起らなかったで

あろうし，アラウンパヤーが出現するにも及ばなかったであろう。

　1753年の終り頃，彼はインワを攻撃し，モン軍よりそれを取戻すことができた。そして彼の息
　　　フウン　　　　　ナウ　　　　　　　　　ずレ　お　　　　　ミンニハロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆツタ

子M乏駄mg　L綾tlK（別名Tl譲do　Minsaw）をインワの太守に任命した。彼はなおマダヤのOkPQ一
’」’1・s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t・パ・　　：．いノ

Shans族と結托するモン・タライン族を虐殺した。グゥヱ・シャン族の長Gunna　Ei韮ユは最後に

は中国国境へ逃亡した。幾多の戦闘に敗れたモン軍は士気が挫け，夜中にインワを撤退して，イ

ラワヂ河を降った。1754年1月のことであった。

　その頃でもアラウンパヤーは森林中よりは出ていなかった。ビルマ人が有名な所々のパゴダに

て一’速のお祭り騒ぎを催して勝利を祝っていた間に，局掻を…変させるほど強力なモン軍がイン

ワの葡爾に現われた。そして，都を強襲することはできなかったけれども，都周辺の数マイルに

渡って大破壌をもたらした。やっとモン軍が追払われた時に，下ビルマのモン王羅にてビルマ族

にとってよくない事件が起った。それはモン軍によって捕われの身となっていたMah盃Dham－

mayaza　Dipatiを自由の身にせんとする計薦がペグーにて発覚されたことであった。それに続い

て大規模な処刑の犠犠者の中には不運な前IIEと彼の3人の王子が含まれていて，彼らは形式上は

溺死したことになっている。それは前号（P．30）にても述べた如く，王家の流血は禁じられてい

たからである。

　それから，プm一ムのビルマ人が立ち上り，モン守備隊を放逐したが，ちょうどインワより河

を降ってくる退却中のモン軍に出会い，彼らによって包開された。しかし，アラウンパヤー一行

はモン族たちの跡をつけ，激戦の後，彼らを追い出した。1755年2月のことであった。この勝利

によつて彼は中部ビルマ全域の住民の忠誠を確保した。そして，彼はモン軍に一隣の猶予もあた

えず，南の方向に追撃し，ヘンサダ地方のルンセにて彼らに決定的打撃を加えた。それを祝って

彼はその地の名をMyan－aしm9（「すみやかなる勝利」の意）に変えた。今や彼の前進するとこ

ろ全戦全勝が続いた。タウングー，ヘンサダ，ミヤウンミヤ，バセイン，タヤワディ，そして

アラカンのタンドウェー地方等から服従と忠節を示す証拠品が送られた。その電撃遠筏もダゴン

（現在のラングーン）　にて雨期のはじまる藏前に終った。そのダゴンからモン族を一掃して，

Ral聡oo自（ビルマ名Yan－gα｝「戦いの終り」の意）と改名した。そして，彼は勝利を祝してシュ
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ヱダゴン・パゴダにて厳粛な感謝の意を表明した。

　しかし乍ら，完全な成功は決して確保されていなかった。一一度モン軍の手に落ちた拡大な領土

をビルマ軍が永久に保持し得ることができる保議はなかった。モン族の首都ペグー及びラングー

ンより河を横ぎったところに位澱するシリアムは，なおモン族によって堅固に持ち耐えられてい

た。

　上述の如くアラウンパヤーの連戦連勝は確かに波に乗つていた観もあったが，彼膚身もその実

力ある勇気を示した。それについて，ヴ。ボチャー（P．198～201）はモン軍の音β隊に属していた
レ層フ・k’一　　　　　ビ・㌣’i”t一　　　　　　　　　　　　　　　ン万　　　　　乎ワ　　　　　ニ葛一

キン・ウの出身で，Letya　Pyanhkyi（通例Nga　Hkyit　Nyo）と呼ばれた強豪な一兵士とアラウン

パヤーについて次のように述べている。

　ンガチッニヨーは武術百般に通じ，特に槍。馬術にかけては一対一の勝負でなく，幾菖幾千の

兵を相手にまわして戦っても，引けをとらない程の豪の者と云われていた。アラウンパヤー王は

彼のことを聞いて，彼がモン難に従っているのは適当ではない，何としてもビルマ軍の方へ入隊

させたいと思い，書を送って，彼に次のように伝えた。

　「ビルマ王が汝に伝える。キン・ウの出身者レッヤー・ピャンチーよ。汝がモン・タライン族

の隷下にあることは不適当である。汝は武術においては人並はるかに秀いでている。ただ学閥や

偉徳に欠けていることは遺憾である。これよりビルマ人となって我軍に入れば，部将として取立

てよう。」すると，ンガチッニヨー（レッヤー・ピャンチー）は，　「これまでアラウンパヤー王の

軍と戦いを交えてきた，今更ビルマ軍に入ってモン軍を捨てようとは思わない」と返答した。ア

ラウンパヤーは多数の兵士を送り，幾度も彼を捕えさせようとしたが，ンガチッニヨーははげし

く抵抗したため，彼を捕えることができなかったばかりでなく，ンガチッニa　一一の属する一隊は

アラウンパヤー王の部隊に近づき，ビルマ軍の家畜をさらって行った。ある隣，アラウンパヤー

の精鋭部隊の兵士たちbC－．”一騎打ちをせよと挑戦してきた。アラウンパヤーも彼の挑戦に応じ，
．ソ　　　　・き二e一　　　　　ご二・ヤー　　　　　　　　　　　　　　　 　ン「∫　　　 1ヤノ　　　　トン

Min：Kyaw　Binnya：の号をもっNga　Myat　Htwon：を趨したところ，ンガチッニヨーは彼如
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミン　　　　アサ　　　ジュェ　　　　タウン
きを相乎にしては，我が槍の漁の汚れになろうと豪語した。そこで，Min：Hla　Shwe　TaUn9の
　　　　　　　ンギ　　　トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イン

号を受けたNga　H｛：won：が現われたが，ンガチッニヨーは再び彼の挑戦をも拒んだ。次にYin：
マー趣　　　 　｛》　　　 マ｝1　’f　tv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”／　’／ワ　　　　　つtン　　ン＃　　 　f；　’）ン

in　ii　bo，　Yln：makanboの二人を出したが，相手にするには不足だThenat　worG－Nga－kaun9部

将を出せと憲った。テナッウrtンが出場してはじめて，ンガチッニョーは，　「よし，今こそ鋸ら

しく勝負ができるだろう。」と需って，種々な馬術を見せた。その間，テナッウォンは檎でねら

いを定めていた。ンガチッニヨーはそれを知って，彼の方へ鎗を投げた。槍はテナッウオンーの

馬の鞍に突きさした。すると，テナッウォン側の兵七たちが銃を林立させてンガチッニヨーの隙

をねらっているのを兇て，彼は，「汝らは勝負の約束を守らないのかejと言い放ってその場を去

った。また，ある時，アラウンパヤー軍の部隊と遭遇した際ンガチッニョー一汰だけで馬に乗り，

ビルマ軍の中へ突入して，ビルマ兵たちを樵にて突き殺した。ビルマ軍の兵士たちは震えあがっ

てしまった。その後，アラウンパヤーのいる所へ馬を走らせたところ，王は刀を構えて，ンガチ
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ッニヨーと雌雄を決しようとした。さすがンガチッニョーも王には近づくことができずにその場

を虫った。このように幾度か同じよう、な場面が繰返されたが，遂にビルマ軍が優勢となって，ン

ガチッニヨーは逃げ隠れしなければならなかった。叢後にはモン族の王弟の指揮する部隊に入っ

たが，モン軍の部将タラバンが彼を処荊してしまった。

ビルマにおける英・仏争奮戦

　この頃に至って，イギリスとフランスが西力東漸の一環としてビルマに登場しはじめた。シリ

アムにおいてはフランスはすでにモン族の王を承認していたが，イギリスはアラウンパヤーの承

認に傾いていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざヘム　ロレ　ロ
　シ婆アムではモン族は，フランス勢力拡張のために野心的な計爾をもって＊Duple｝xの代理と

して数年前よりリポンディシェリからビルマに来ていたSieur　de　Brumoという頭脳明噺なフラ

ンス人によって援けられていた。

　1727年に戻るが，Dupleixは印度洋を舞台にフランスが活躍した主題の”M壱inoire”を書いた。

その中で彼はビルマのチーク材と原抽の供給に注惹を促し，また造船のためにビルマの海港の使

粥をすすめた。2年後，彼の努力の結果として，フランスの造船所がシリアムに建設され，ポン

ディシェリ向けに役立つ数隻の船舶を建造した。しかし乍ら，1742年モン族の反翫のためそれを

放棄せねばならなかった。それより6年後，即ちヨーロッパではオーストリー王位継承戦役が終

った年に当るが，1］）upleixは再び自由にビルマに注意を陶けることができた。そこで，彼は競争

相手であるイギリスを鋼圧するために新しい有利な地点を物色していた蒔に，モン軍の使者がビ

ルマ軍に対抗するためフランスの援助を求めてポンディシェリにやって来た。DUPIeixは兵力と

弾薬を約束した，そして予備段階として，事情を調査するためにSieur　（le　Brunoを送ったので

あった。　Brumoは1751年7月ペーグに到着した。その後間もなく，彼は数百名の精鋭なフラン

ス軍をもってすれば，イラワヂのデルタ地帯を支配することは容易であろう，と報告した。そこ

で，DUPIeix．はその計繭を企てるに必要な羅隊を緊急に送るよう本圏に手紙を書いた。

　…’一方，イギリス測ではマドラスのSaunders総督はDupleix．の計画を妨げんものと常に注意

を怠らず，ビルマに介在しようとするフランスの計爾の噂に耳を傾けた。彼の情報はネグレイズ

島を占拠できるかも知れない可能難を指摘して，磁ちに行政委員に書を送り，東インド会社はそ

の地を奪取することによってフランスの機先を翻すべきことを促した。彼はBi’umoの使節団が

ペグーに向ったことを知るや否や，ロンドンよりの返答を待たずに，その島を調査するために

孚homas　Taylor船長を団蔓とする小規模の遠征隊を派遺した。彼はまたシリアムの鰹入商人

Robert　Westgarthを翻三在蜜に任命して，その領土捌譲のためにモン族との交渉を委任した。

；i‘1）t甲le1x，　loseph　i“ragois，　Mat’qtiis，フランスのインF’総愁（1742～54）
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　Taylorほ地方の役人たちが非常に敵意をもっていることを知ったので・簡単にその調査を済

ませた後，　Westgarthの懇請を支持するためにペグーへ行った。モン族の政尉はネグレイズ島

におけるいかなる種類の移住にも断固として反対した。モン族に対するBrunoの勢力は絶大な

ものであり，モン王子と強固な岡盟を結んでいた。その王子は政府の奮力な人物であると見なさ

れていた。それ故，イギリス側は動きがとれなかった。

　この知らせは1753年3月にThom哉s　Sauほdersに達した。一方，　Taylorはネグレイズ島に関

して不愉快な報告をしてきた。それは交易所としては役に立たず，またその土地は不健康である

という。この報告を受取った時，行政宮たちはその島を露拠せんとする計画を熱心に支持してい

ることを聞いて，SaLmdersはやや当惑した。しかし，　Byunoがペグーにて大いに婚意を曼けて

いるtとを聞くや，彼は路幽することなく，強力な遠徒隊を送り，1753年4月26Rその島を占頷

した。

　最初からその新しい植民地はイギリスにとって大きな負担であった。病気のために多数の死考

を磁し，モン族はボイコットを成功させたので，すべての食物や労働の供給はマドラスよりもた

らされねばならなかった。しかし，Brunoがペグーの窟廷に留まる閥は，イギリス軍の轍退は

考えられなかった。しかし乍ら，1753年の終り頃には，イギリス鮒の見通しも少しは希望がもて

はじめた。それはアラウンパヤーの興起とモン軍がインワを放棄したことで売買約定の機会が与

えられたことであった。Duplelxが正しい勝負をしているかどうか決定しかねた。イギリスは数

隻の船に積載した武器と弾薬をアラウンパヤーに急送するところまでこぎつけた。そして，モン

族はフランスとの岡盟を疑うようになり，イギリスに軍事援動の代償としてネグレイズ島の割譲

を約束する使者をマドラスに送った。

　しかし，この策略はモン族にとっては侮の効果も生じなかった。Thonias　Sattndersはモン族

に条約を提出し，以萌の異議が再び出され，彼のアラウンパヤーに対する態度のためにモン族に

ほDUPleixの株が一層高くなった，ことがやがて明白になった。1754年後半にThomas　T歌y玉併

はイギリスの政策がアラウンパヤーとの親密関係を求める方陶に向けられるべきであるという勧

告をもってマドラスに帰ってきた。それ故，ビルマ軍の戦士がイラワヂ河を下る遠復中に，1755

年3月のことであったが，ネグレイズ島に使者数名を送った晴，彼らは心から迎えられ，東イン

ド会社の代難者｝｛enry　Brooke轍ビルマ側に好意を示して軍事調停を促がす書をマドラスに送

った。

　それまでにマドラスの総督としてThomas　SaUndersの後任となっていたGe◎rge　Pigotはイ

ンドの地平線上に忽然として現われてきたフランス軍との新しい競争に直面して，彼はビルマに

おけるそれ以上の途方もない醒的邉及のためにも軍隊の出動を惜んではならないと決心した。ネ

グレイズ島の任地は重大な経済的負担となり，ビルマとの貿易の見遍しは極度に遠のいて見えた。

　…方，アラウンパヤーはダゴンに粥達し，ネグレイズ島に緊急伝達を送って銃と弾薬を求めた。

それと岡時に1旗mOとモン黒子からは緊急な援鋤の要求がポンディシュリに達しようとしてい
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た。　Brumoとモン王子はシリアムの防備を組織していたので，アラウンパヤーの装備ではモン

軍の港を攻撃するには不適確であり，その上，北部では圏難な事態がiZり，そのため彼は首都に

帰らねばならなくなった。それはマニプール族の侵略，シャン族の反乱及び旧タウングー王家の

一貴がタイ圃領より侵入する恐れがあった，等のことがあったからである。

　アラウンパヤー王はイラワヂ海を上って帰途につかんとしていた直前，ネグレイズ島に第二回

閤の使者を送った。Hemry　Brookeはアラウンパヤーにとって唯…一の安金な取るべき方法は軍需

誌を送り属ける約束の返礼としてその島をイギリスの所有にすべきことを鉱式に認める条約を結

ぶことであると促した。そして，George　Baker船長がモン族によって癒絶されたと同様な条約

を結ぶために優秀な砲の贈り物を携えてシュヱボへ王に岡伴すべく派遣された。　Bakerは王が

大そう不満な様子であることを知った。その理由は，彼が葉インド会社の船，アルコット号を含

めて数隻のイギサスの貿易船が，ラングーンのビルマ守備隊を攻撃せんとしているフランス軍及

びシリアムのモン軍と連合しているのではないかという噂を王は耳にしていたからであった。

　しかし，そのことについては，アラウンパヤー王の方に誤解があったように思われる。英人史

家たちの記述を総合すれぽ，モン軍がフランス軍の援助を得て，ラングーン奪回を麟っていた時，

偶々イギリス船アルコット号が難破し，港で修理中をモン族に見つけられた。その船中にはイン

ド人水夫と病気で臥していた一人のイギリス将校とが乗り合わせていた。モン族たちはその船を

傘捕し，その乗継員にはラングーン奪回のため強制的にフランス軍に協力させようとした。とこ

ろが，話し合いによってその船に積んでいた五門の軽砲をモン軍に引渡すことによって釈放され

た。ちょうどその頃，イギリスがアラウンパヤーと協定を交渉しょうとしていた矢先のことであ

ったので，アラウンパヤーは初めのうちはこれをイギリス側の裏切行為と見なした。

　1－lenry　Brookeはイギサスが王を裏切ったという彼の確信をゆるがせることは絶対にできなか

ったが，りっぱな砲の贈物は王の心を馴】らげ，このような条約には捺印をすることを拒んだけれ

ども，ネグレイズ島とバセィンにおける貿易の特権の許しを考えておくことを王は表明した。そ

して，アラウンパヤー王がラングーンに戻ってから協議を再開するということで一時話しは打ち

切られた。

　1753年以来イギリス入がシi］アムを玄って，ネグレイズに来ていた理由は，＊ネグレイズが戦

火に躁欄されたビルマ本土から離れた島であり，バセイン河口に位欝していて，遜商の門戸とし

て好都合であったからである。

　シュヱボにしばらく滞在していた間に，王は延期された下ビルマに対する作戦に最大のエネル

ギーを以って取組んだ。そしてまたマニプールに対して討伐が行われたが，前号15頁にて述べた

ことに対する報復であろう。マニプール人の記録には「初めての大鍵遡」として雷及されている，

とのことである。（HalE，　p．82）．そのような討伐遠復は他の諸種族に対しても継続された。強カ

t’ グし・イ罪　　　　　　　　　　　　　　　　ハくソ　　・，一　　　　・fち．

蟹e募：’ais島はビルマ名で1まHain募：9．　yi：－1〈yWtm：と呼ばれる。
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な分遣隊がシャン諸州に送られたが，彼らのほとんどの州よりはアラウンパヤー王に対して服従

の誕拠品が送り魑けられた。アラウンパヤーはまた雲南の太守によって詑式な承認を受けた。そ

れから，シャン族及びチン族より成る大鑑の兵員を召集して，ヨ三はシリアムに対し軍事行動を指

揮するためにラングーンに艇ってきた。

　アラウンパヤー薫のデルタ進膓は騰上におけるのみならず，水ヒにても激戦を展開した。両軍

共数癬の大塑軍船をもって恐るぺき威力で激突した。陸上戦においてはアラウンパヤーはそれま

でに城壁をめぐらした都の攻撃を経験したことがなかったので，彼の決戦はこれからであった。

彼は1756年大軍を以ってシリアムを攻撃した。しかし，砲兵隊を備えていないアラウンパヤーの

軍にとってはシリアムは恐るべき整圃な場所であった。城壁から煮え沸った灘青が注ぎ落され，

またその頂上よりは大きな梁が吊り下げられていて，強襲軍がその葵下に来るや否やその綱が断

ち切られた。また，たとえ梯子を立てかけても，真先に城壁に手をかけた兵士は手を切り落され，

悌子は倒し返された。

　しかし，結局6ケ月間包礪が続いた後，モン軍が兵糧攻めのため蹴えに弱ったのを見定め，ア

ラウンパヤーは義勇兵93名を選び，その中には親衛兵，部将，王子たちが含まれていて「黄金部

隊」（Shwe－hlan－daw－tat－thfi：dg．）として知られていた。彼らは王によって摩遇された。1756年

7月のある夜，彼らは奇襲によって城壁を乗り越え，讐嗣の兵を斬って城門を開き，味方の軍を

引き入れた。この城門はWet－tha£－taga：（「諸を殺した門」の意）といって，その昔，　N　ga　Than

Ellyinが伝説の渚を殺した場所であった，という。　Syrlamがビルマ地名にてTha茎1　Hly恥〔発

畜taMYill｝と呼ばれる所以である。ビルマ軍は喫Shwebo－tha：”（シュヱボの磁人だ）という喚声

をあげて，城内に殺到し，遂にシリアムを奪取し，1｛汀は完全に破壊された。次の記述は英人史家

Hall（p。83）によるのであるが，

　アラウンパヤーは彼の手中に落ちたBruno及びフランス軍に対し恐ろしい復讐を晴らした。

Brunoはゆっくり焼き’殺された。　ポンディシxりからの増援隊と供給轟を積載してラングーン

河口に到着した二隻のフランス船は一一通の手紙によっておびき嵐されたものであって，アラウン

パヤーによって捕獲された。その手紙はアラウンパヤーがBrunoに彼が処刑さ勇～る前に無理に

船蔓宛に書かせたものであった。フランス将校はすべて嚇殺され，その他の乗組員はビルマの軍

隊に強募された。

　次いで，1756～7年の間にヨーロッパ製の11包とフランスの砲手によって増強され，アラウンパ

ヤーは水陸よりペグーへ進軍し，激戦の末，遂にペグーの包隈陣を完成した。

　モン軍は僧燃を遣わしてアラウンパヤーに条件を求めしめ，モン王ビンニヤ・ダラはビルマ王

アラウンパヤーに距従を申し入れた。アラウンパヤーは二束の｝講花を使暫に与えて，一東は供花

に，・一束は装飾にするように云った。モン族捌はほっと一安心した。彼らはその一束をシュエモ

ー ドー・パゴダに献げ，他の一束をモン王女の髪に結んで，アラウンパヤー　EEの花嫁として差し

臓さんとした。しかし，王女にはモン軍の部将タラバンが彼女の意中の人であった。タラバンは
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激怒し，堂々出撃して男らしく戦死せんことを決意して，モン軍に癒絶されるのを振り切って，

彼の…族と精鋭の部下を引いてビルマ軍陣地を突破し，タトン地方のシッタウンに落ちのびた。

しかし，モン王は彼の娘を侍女や公達を伴なわせて，アラウンパヤーの陣地に送り，アラウンパ

ヤーに恭纈の意を表した後，彼女はビルマ王の後宮に導かれた。また，モン軍の将兵はアラウン

パヤー王に帰瀬した。

　それより少し前に，アラウンパヤーは先にイギljスに約束した協議を果すために，彼は1756年

の初め頃，英軍のJohn　Dyer（少尉）とDr．　WMiam　Anclersonに会い，彼らはネグレイズ島よ

りGeorge　Baker船長によってはじめられた協定を続けた。

　ところが，二つの姻難な闇題があった。先づその一つは，条約というものは君主制についての

ビルマ人の概念とは一致しないものであって，いかなる王も彼の後継薪，または彼自身をも条約

のために束縛することはできなかった。もう…つは，馨黒は国王とのみ取引に塩じた。即ち，爆

なる貿易会社と協定を締結することは不可能であった。アラウンパヤーほ彼の圏において東イン

ド会社の植民に正式な承認を進んで与える積りであったが，唯王の命によってのみその認可はイ

ギリス王に当てられるものであった。イギリスの使考はルビーにて飾られた金ぱくに書かれた手

紙を託され，それをイギリス王に渡すように書われた。

　ところが運悪く，その書類が到着する以前に，策インド会社はすでにネグレイズ島の植民を放

棄するようにマドラスへ命令書を送ってしまっていた。そして，璽に悪いことには，英国王を代

表した適当な返箸がなされなかったので，アラウンパヤー王は巧妙に欺かれたか，または気まぐ

れに侮辱されたものという結論に達した。

　アラウンパヤーはなお反説が続いて起るであろうと判断したに違いない。彼はネグレイズ島の

英軍に幾度も弾薬を要求した。そして，もし返答が不適当であるならば，その植民地もシリアム

と同様に扱うであろう，と威嚇した。英軍は今や非常に苦しい立場に置かれた。一方，ヨー－mッ

パでは7年戦争が勃発して，彼らはフランスに対する作戦で手一杯であった。また一方では，ビ

ルマにおけるフランスの勢力を除去することで，ネグレィズ島の楠民はも翠や何らの役にも立た

なかった。George　Pigotはロンドンにその放棄を認めるように忠告の報告轡を送った，そして

彼らは直ちにビルマより撤退するよう命令が発せられたが，それまでにアラウンパヤーは1757年

5月にペグーを全滅さぜていた。

　ネグレイズ臨におけるイギリス軍の長であるThomas　Newton（大1，lt・t　）は自分自身がアラウン

パヤーに会見に行くことは賢明でないと考え，Thomas　Lester（少鑑ヌのに代理として行かせ，最

上の贈物を持参させた。Lesterはビルマ艦隊へ案内され，アラウンパヤーはペグーの捕虜と莫

大な分捕品を携えて堂々と河を上流へと進んだ。Lesterは王整用の船に乗ったアラウンパヤー

によって二度の会見を許された。その時の様子がHaiL（p．84）の記事によれば，　Lesterは剣を

ほずし，靴をぬいで，王の面前に入り，　（パガン時代にナラティハパテ王の薗前で嘱調よりの使

者が靴をぬがなかったという麗幽で即刻処断された事件が想し・趨される。学報18号，70頁）ひざ
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まついた姿勢のままで待機していなければならなかった。しかし，アラウンパヤー蓋はその時上

機嫌で，不倫快な思いをしているイギリスの使者がそうっと低い台を鼠分の郷へ引ぎよせて，し

びれた手足を楽にしょうとした時に，その窮屈そうな様子を兇て，アラウンパヤーは大声で笑っ

た。そして，彼に莫圏風に座るように云った。やがて王の指示に従って，Lesterは条約を求め

た。これに対して王は彼が英圏王に送った黄金板に銘記された命令書が十分なる保譲契約である

と臨答した。尚それ以上の議論の後，もしLesterが条約を虫張するならば，命令轡をもってく

ることが望ましい，　と王は卒薩に云った。

　その協議の閥に，王轍その困惑したイギljス人に盛んに種々な不適当な質間をした。例えば，

イギリス入は何故ビルマ人のように身体に入墨をしないのかと尋ねて，＊王は自身の入盤をした

股を誇らしげに示した。

　またイギリス軍はフランス軍を怖れているのではないかとも尋ねた。そして，Lesterがイギ

リス人として生れた者でフランス人を恐れる響は一・人もいない，と誇りを以て欝った蒔，アラウ

ンパヤーも世界申で演分が恐れる者は一人もいないと断言することによってLesterの書葉に挑

戦した。また，たとえ世界の列強蟹がビルマを侵そうとも，彼らを遮い出すだけの能力があると

まで豪語した。すぐれたビルマ国王のうちにも，時にほこのようにうぬ嫁れの強い王がいた。パ

ガン晦代に例を取れば，パガン朝45代震のアラウンシートウ王（学報16号，72頁）はかって，

「朕は経験，学識，偉徳等の点においていかなる先王よりも秀れている。jと豪語し，心騒ったた

めに失明した，と云われている。このようなビルマ人の欠点は王に限らず一般入のうちにも毘出

されることがある。

　かくして，彼ら二人はそれぞれ帰途についた。王はシ訊ヱポへ，そしてLesterはネグレィズ

島へ帰って行った。しかし，この協議によって，イギリスはアラウンパヤー王によって儀由貿易

の権利とネグレイズ島に要菱防衛権を承認され，なおバセイン工場に一区劃の土地を与えられた。

一方，イギリスはその返礼として王に．毎年12斤砲と2百vissの火薬を提供すること，及び陵海

のすべての敵に対してビルマ王に援助することを約束した。

　しかし乍ら，その後間もなく，Lallyのま旨揮するフランス軍ははげしくマドラスを威嚇しはじ

めたのでSt．　George砦はビルマとの関係をベンガルのW源am砦に委かさねばならなかった。

そして，1759年4月にThOmas　Newtonソく騰とネグレイズ島の守備隊の撤退が取り決められた。

その蒔，多蟻の材木や貯蔵品は持ち運ばれなかったので，少数の番兵が監視にそこへ残されたの

である。

　この借澱が講ぜられる以蔚に，アラウンパヤー王はマエプールに再び大侵略を行なった。その

糟aンbaw－pau職g動aw（「ひざと股を暴わして」の意）と云って，ビルマの王朝時代には，僧1黙の瀬荊にい

　る隣，パゴダを礼拝する時，及び仏像に祈りを捧げる蒔を除いては，高窟の龍にても僅かにひざや股を暴わ

　してhmin－－jaung－paw－yon－lauk（r入講が見えるように」）坐することは礼を炎する振舞いとは考えられ

　ていなかった。　（Judson，s　Bur－Eng　Dict．，　p．547）
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間，アラウンパヤーの不在はモン族蜂起の合図となった．その蜂起はアラウンパヤーにとっては

葬常に不溜となったので，彼はマエプールを虫って南へ急進せねばならなかった。彼がラングー

ンに到着した隣，ペグーの太守によってすでに秩序は回復されていたが，東インド会社の積年の

敵であったアルメニア入たちにとってささやかれたことであるが，ネグレイズ島の指揮者がモン

族の反乱者たちに武器を与えて援助していたとのことであった。ビルマ軍の各部隊約2千の兵は

秘かに近くのジャングルに集含し，その植民地を急襲して，そこのイギ弓ス入，インド入を含め

て100人余りを憲殺した。その虐殺を逃れた二入のイギリス人はその後捕えられ，アラウンパヤ

ー王の前に引き患された。王は彼ら二人に，イギリス王に送った手紙に対する返事を受取らなか

ったという理由によってその植民地を完全に破壊する命令を出したことを告げた。

　再度アラウンパヤー王の引いる遠征隊はビルマ史上最悪の破壌をマニプールに撫えた。マニプ

ール人はその残忍言語に絶せりと伝えているが，アラウンパヤーに言わせしめるとすれば，それ

はマニプール軍が以前にビルマ人に撫えたことを繰返したにすぎない，と答えたであろう。王は
穿k　　　　　　　　　　　　　　ジ ウγ ’L：ウ ”s

Tamu及びThaungd凱に防塞を築き，守備隊をそこに配置し，18ヱ9年までマニプール侵絡顧籠

いた。その結果，彼らの社会的・政治的状態が当聴どのようであったかを今溝語ることできない

程にまでマニプール文明を撲滅してしまった。イムパールは占領され，幾千の人々は追放されて，

サガインやアマラプラの地方に住居を求めた。彼らの中には船頭，絹織職入，銀細工師等が含ま

れていた。ビルマ人はこれら特殊技能をもったマニプール人を珍重したことが各史家の記述より
ttt　　 罫　　　、1．《

もうかがわれる。彼らは銀細工師としてビルマ窟廷に仕え，また絹織職人はA届｛y－ei聯譲様

（zlgza菖Pa££emed　Pt由so）を紹介した。そしてまた，この隣より，ビルマ宮廷における占星術晒

の大半はマニプール系のバラモンとなり，また，KathさMyin：（・　Cassay　｝｛orse，）or£he　Ka亀hを

Cavalryとして知られたマニプール兵より成る優秀な騎兵勝隊がビルマ軍の中に編成された。

タイ緬戦役とアラウンパヤー王の簸後

　アラウンパヤーがデルタ地帯を征服せんとして戦っていた間に，多くの村々は潰え去って，そ

の住民はあるいは戦場の露と消え，あるいは恐怖のため移擁し蜜った。幾千のモン族はタイ懸へ

遍走したのでデルタ地帯は再びひどい入口減少に見舞われた。そこで，王はタイ国に侵入してそ

の国より多数の捕虜を得ることによって，それら住民不在の地域に扶殖せんと決意した。このこ

とだけでも平和な生活に落着くことのできないアラウンパヤーにとっては適当な開戦の理由とな

ったのであろう。折しも，1759年，タイ国軍がタヴtrイに侵入したことが直接原因となり，アラ

ゥンパヤーは軍を進めた。かくて，タイ魍との新たな一連の戦闘への序幕となり，タイ緬国境は

長期にわたる侵略と反撃の場藤となった。

　その侵略は1759年の後半より1760年初期にかけて始められた。先づ，その手初めとLて，チェ

ンマイ彊を屈従させる1とを計薩した。ビルマ軍はマルタバン及びタヴitイを経て，テナセリム
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を占頷した。それ以来テナセリムはビルマ領となった。そして葉に転じてシャン高原を越え，更

にシヤム湾沿いに北方のアユタヤーに向った。南よりの攻撃はタイ困軍を完金に奇襲した。

　アラウンパヤーによって開始されたタイ緬戦闘については史家によってその記述が少し異って

いる点が見られるが，総合して述べれば，1760年4月までアラウンパヤーは都を包囲し，その包

畷戦は完金に進められていた。しかし，アユタヤーの城門は鎖されたままであった。そして，数

千のタイ魍兵によって園められた胸壁から大砲の火蓋が切られた。ビルマ軍も重砲を持ち出し，

王自身が砲兵中隊の指揮をとった。アラウンパヤーはそれまで戦捷に憤れていたので，勉駐［戦に

対する準備が十分でなかったらしい。連戦連勝のアラウンパヤー軍もこの度は勝利を得られるよ

うには見えなかった。5月のあるrJ，王が大砲の装填を見守っていた時，それが爆発し，読は璽

傷を負ったため，その包遡作戦は中北となった。その後，1選聞を経ずして，全軍は急ぎ退却を

はじめ，傷ついたアラウンパヤー班を帰途につけた。その際，王は彼の幼な友達であったMin
言；　り　　’f　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　罰　r　　　　　　　　　　　 ／’　罫　旬一

hkaung－Naw　yahtaに後衛軍の指揮を委せた。彼はカの及ぶ限り，王を守り，敵を防いでよく

戦ったけれども，遂にはタイ国軍に撃退され，落伍者を収容しつつ退却した。

　iEの一行がサルウィーン河に達する直前，タトン地方のキンユアにて，王はその賃傷のために

難れた。1760年5月の初め頃であった。王の死体は彼の故地シュエボに届けられて，そこにて網

民哀悼の裡に埋葬された。彼は僅か8年間三1－1としてビルマ圏を支配し，彼の崩御の時には来だ46

才に達していなかった。

　アラゥンパヤーが鋼設した王朝がコンバウン王朝と名づけられた由縁はアラウンパヤーの故地

Moksobomyo（「狩人の町」の意）を堅圃な要塞にて閉1らし，　Yatana－Thelngi－Kon　：　1）aumg（「叢

金の砦」の意）と名付け，そのKonbau韮壌の名をとって王轄の呼称にしたことによる。（UTin

U，1）．182）．

アラウンパヤー王の業績

　王は全国を平定した後，圏民の繁栄を図るため，先ず着手した欝業は彼の故郷であるシュユボ

の町の人々に十分な水を供給するためにナンダー湖を掘りおこした。また農業を盛んにするため

にムー海にダムを設けたり，その他，各地にそれまであった古い水門や水道を修理するなど農業

の発展｝こカを尽した。

　また，王ほ改革者の一一人として宗教の面にも尽した。戦争のために破壌されて廃櫨化されてい

たパゴダを修復したり，シュヱボの町にShwe－ze（li，　Shwe－hl〈yet－£ho－zedi，　Shwe－g［i－gyi：－zed亙

等のパゴダを建立した。また，僧燃の集団についてよく検討し，＊Dugo亡一til1－gail｝9：（外衣僧繍）

と＊Thingan：yOn－gain9：（僧衣1曽団）が分裂しているのをDugot－tm－galng：1曽國の一醐に結合

粉u即tとは鱗償が肩にli樹る外衣を意味し，　Thinganは外衣を含んだ，　thing：baing（僧衣の下の綿分）

　及びKowot（僧衣の上の部分）より成る僧衣全体を意味する。
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させるよう説得した。そしてまた，ラングーンのShwe・Dagonパゴダに黄金を寄進して金箔を

施し，パゴダの階段や宿坊等を造営した。

　また，国民間に風紀粛清を行うために飲酒を厳禁し，市購村において圏罠の財宝や贔物が紛失

すれば，統治者がそれに対して責任をもって償なわなければならない。例えば，隣接せる二つの

町又は村の聞で紛失，又は強奪事件が起れば，それに近い村長や町長がその責を負うのである。

そしてまた，当時なお盛んであったナツ神への捧げ物として牛やその他の動物の殺生，農業を罵

るナツ神をなだめるために農作物の収穫期に鶏を殺したり，村の守護神の礼癖，ナツへの犠牲の

ための一切の生けるものの殺生等の風習を禁じた。

　（タウングー王朝のバインナウン王もこれと問じような改革を行ったことがあった。学報28号

8頂）．

　アラウンパヤー王の時代には文学がかなり盛んであった。Yan　Aung　BalaやSeinda　Kyaw－

thu’”i（本名U－0）はアラウンパヤ∴時代の著名な詩入である。1750年にミンブー地方のSo曲癒：

｛曽正はシンビュー・チュン・チャウン（毒院）にて修業しっっMaR魚Yln：Dhamma－that（法

典）を編纂したが，＊K譲ngsa　Manuの諸判決を古聖マヌに帰する風習は隅法典を以てその濫筋

とした。その他，王の命によって彼の部将であったMaha　Thiri　Uttama　ZeyaはMal｝u　Kye

Dhamma－that（法典）を編纂した。岡書は当時行われていた法徐及び慣習を集成したものである

が，その欝科辞典的性質と，また僅かなパーり語を混えたのみの平易なビルマ語で書かれている

ために一般に爾いられるようになった。

　また，アラウンパヤーの宮廷の詩入たちの中にも数名の大駆・武将がいた。その中でも有名な
レ’t　　　tk工

一
　　　　e ン　　　　　’y ラ

人はLeしwさ・thon　daraであって，ペグーの包囲戦に参憩し，もとインワ朝最後の董の下に魏｛ト

ttaw会議の書記であったが，アラウンパヤー王に帰順した部将の一人である。彼がペグー攻賂

に参加した際，ペグー城門にモン族たちに対する一種の爵迫文（sgrwe）をレッウェートンダラ

が4行のパーり文にて示したことはよく知られている。そのパーり文は，

　　ttU（Liit　1‘ati　y◎s我bba　dhana癌，

　　3δdhusamma　dhan3mo　natti，

　　Wa　Re　bh我wati宅i　sufialil，

　　Ti　kappa　gata　coro　mata。”

であって，全体の意味は，

　「我，モン・タライン族たちに，書う。汝らはすべての人々の財宝を盗み虫り，善人が守るべ

　きよき法を無視せしが故に，ハンタワディー圃はジャングルに盛する如く，三災厄の時期に達

　し，盗賊の跳梁によって滅亡するであろう。」

このパーり文の各行の頭字がHain　sd　wa　ti（即ち，ビルマ語の発音では恥11t麺wadi）の地名

＊Kaingsa　Manuについては学報32号，27頁。
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と一…致するのである。｝熱nlhawadiについては学報22弩19翼～20頁参照。

　このようにアラウンパヤ＜Eの時代に文学が発達してきたが，それは次の蒋代に入ってビルマ

文学の隆盛を極める素地ともなっていたように感じられる。

　アラウンパヤーの生涯は戦闘に始まり，戦闘に終ったかの如く訴せられることもあるが，上述

のように，文化面にカを尽したことも事実であり，部将としてりっぱであった…爾，文化の面に

おいても改革者としてその業績は認められるべきであろう。

　ウ・ティンウはアラウンパヤー王の偉徳を次の如く喩えている（p．195）

　コンバウン親の王たちの中で，アラウンパヤーは一一軒の家を建てるのに土台から最後の仕上げ

まで完成するところの建築家のような人である。ところが他の王たちはアラウンパヤーが建築し

た家に装飾を施こしたり，その家が朽ち壊れるのを防いでいる入々のようなものである。また，

もう一つの例をあげれば，アラウンパヤーが書いた‘ギ（na－nge）の文宇を他の王たちがその終り

の末羅の‘Y’を付け加えたのに似ている。故にアラウンパヤーはコンバウン靱歴代のヨ三のうちで

最も傑れた王である，と述べている。

　彼の偉大な功績を考察すれば，ビルマ族によるビルマ国家建設事業において，第一にアノーヤ

ター，第二にバインナウン（タビンシュヱティとする入もある），第三にアラウンパヤーとすべ

きであると考えられることは当然であろう。
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